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年号：1721年 

月日：7月 26日～31日 

災害名：大雨の概要 

 

宮崎県延岡市位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土地理院 

延岡市 
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【江戸時代の水害史】 

『・石川恒太郎編“五ヶ瀬水系の水害史”より 

◎有馬氏時代、慶長十九年＝元禄五年（西一六一四＝一六九二）の記録「国乗遺聞」によ

ると、洪水の状況を次のように書いてある。 

「県地
あ が た

形高千穂肥後境まで十五、六里はあり、又、祝子川祝子村迄六里、又、八戸川（今

の北川）本流豊後境まで八里右三河の奥山大雨降りぬれば三ヶ所の大川満水にて港口一

ヶ所に落合ける。港口の幅五・六町の処水を吐ききらずして溢れる水は浜の山南、毛な

し浜と云処を打越ゆる。御城内より恒富、岡富、粟之名、浦々水たたゆる処第一なり」 

・これは、有馬氏が延岡城主であった時のことを書きとめた書物であり、延岡にはなく有

馬氏が転封して行った福井県丸岡町に残っている。 

 

◎牧野氏時代の記録（牧野家史による） 

・享保六年（西一七二一）七月三日より延岡大風雨に満水御損毛御届八月十五日差出、高

一万九千六百六十八石八斗余 

・享保七年六月二十二日、延岡雨降続、二十三日、二十四日満水にて御損毛御届、高三万

六千五百二十四石六斗余 

・同九年八月十四日より延岡大風雨、十六日満水に付御損毛御届、九月二十一日御差出、

高一万六千七百七十石余 

・同十年十二月御領分御損毛御届御差出、高二万二千五百七十六石余 

・これは、水害による被害高を幕府に届け出たものである。享保六年から同十年までの五

ヶ年間に蒙った水害の損毛高は九万五千五百三十九石四斗余りとなる。この五ヶ年間に

享保八年を除いて毎年水害を蒙っている。 

・この五ヶ年間の水害による損毛高は、東西臼杵群と宮崎群との二ヶ年間の生産高に当る。 

 

◎内藤氏時代、延享四年～明治四年（西一七四七－一八七一） 

・内藤氏が岩城平より延岡に来るや先ず洪水に対し左の如き規定をなした（旧記書抜） 

・寛延元年（西一七四八）八月十日 

・洪水之節手当左之通り 

・一、船通路留出番難到節は両御番所共代り之物出勤迄は詰切被仰付候、但詰切御賄可被

下候 

・一、満水に而面々居住に家族共難差置節は最寄之水付無之所へ乍計前広に可引取候、但

本小路桜小路辺は御本城へ可引取候、尤於御門出役之御目付竝に御徒目付へ相届御本城

へ可被通候 

・一、退後候有之時之ため兼而助船被仰付置候右助船之儀は御船手より御城内へ桜橋迄三

艘、北小路へは元町より三艘、新小路へは柳沢町より三艘差出候筈に候間一退後の面々

も有之候はば乗船引退可申候尤船御詰後此度被仰付置候 
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・右之趣被仰出候間支配有之面々は其支配方へも可被相達候 

・さらに宝暦元年（西一七五一）七月二十四日に下記の達示をしている。 

・一、洪水の節御家中末々迄居宅退罷越候はば宿到候様兼而左の寺地へ申遣置候様町奉行

へ以手紙申遣す 

・北小路、浄菩提院、台雲寺、善正寺、祇園寺、新小路、光福寺、春日寺、光明寺』 

（引用文献：西村祝一 1966『郷土物語 火と水との戦い』延岡春秋社） 

 

【享保 6年 7月大雨の概要】 

・享保 6年 7月大雨は、7月 26日～31日に渡り、多数の建物被害を及ぼし、宮崎県での死

者は多数、長崎県でも死者は 46名にのぼったとされている。 

 

【流れ灌頂（かんじょう）：延岡市】 

・流れ灌頂は、毎年 8 月 18 日に延岡市仏教会が主催となり、「水郷」と称される延岡市に

江戸時代から伝わる夏の風物詩である。 

・もともとは、水害や水難事故の犠牲者の霊を供養するために始まったとされている。川

面を照らしながら流れていく灯篭の姿は幻想的で、訪れた人たちはゆっくり流れていく

灯篭に手を合わせながら故人の冥福を祈り、先祖の霊を見送る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲延岡市東本小路（延岡市役所河川敷駐車場） 

 
▲「流れ灌頂」の川面を照らしながら流れていく灯篭 

出典：延岡観光協会 HP 
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＜参考文献＞「郷土物語 火と水との戦い」西村祝一（Ｓ41.12.20）延岡市図書館蔵 
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「20周年記念誌－延岡の石塔を尋ねて（第三次）－」延岡市郷土史婦人学級ＯＢ会ひみこ 

 （Ｈ20） 


